
アリスベイリー著『ホワイトマジック』を参考にした秘教的歴史観（真実の歴史）

現代～数十万年前

四大文明

メソポタミア文明
エジプト文明
インダス文明
黄河文明

これらの文明はアトラン
ティス文明が全て滅んだ後
に生き残った人々によって
つくられた文明であり、ア
トランティス文明と完全に
断絶している。このアトラ
ンティス文明が終わった後
に出現した文明は利己的で
最も力のある人々が一般大
衆を支配するような社会が
出現している。

初期のアトランティス文明
で覚者方の指導を受けてい
た頃の人類はそうではな
かった。
現在は物質主義の勢力に
よって支配、管理されてい
る社会である。
cf.カリユガの時代

第二次世界大戦というの
は、この太古の物質性の勢
力と光の勢力の戦いに起源
しており、当時の対立する
勢力がそれぞれ転生して、
同じような当時と同じよう
な役割を演じて相対峙した
のが、この戦争であった。

約1850万年前

惑星ロゴスがサナット
クマラとして地球に化
身し、以後、エーテル
体で地球上に留まり続
ける。このことによっ
てそうでなければ想像
できないほどゆっくり
だった進化がわずかな
時間周期の間に引き起
こされた。動物人間の
マインドの胚種を刺激
し、自己意識のある理
性を備えた単位である
人間が誕生する。
（人間王国の出現）

cf.知恵の木の実を食べ
る
（旧約聖書）

当時の人類はそのまま
放っておいても長い永
遠にもわたる時を経
て、動物王国を離れて
人間王国へと進み、自
己意識のある機能的な
理性を備えた存在に
なっていただろうと思
われるが、しかし、そ
の場合、進化の過程は
非常にゆっくりとした
ものになっていたと思
われる。

～約1750万年前

サナットクマラとカル
マ的関係のある存在者
方が最初に仕事をする
（目的：全ての生命に
個我意識を発達させる
こと）現在ではこの最
初の人々のうちの４人
だけが今も地球に留
まっている。レムリア
時代の霊的な存在者方
が地球に訪れた後、彼
らの計画は組織化さ
れ、様々な役割に振り
分けられて進められる
ことになり、自然のあ
らゆる領域の進化過程
がこの最初のブラザー
フッド（霊的な存在者
方）の意識的指導のも
とに置かれた。→この
存在者方のハイラー
キーは今も存在しその
仕事は着実に進んでい
る。彼らは肉体やエー
テル体として地球上に
我々と共に存在し、人
類の進化過程を導いて
いる。
またエーテル界にシャ
ンバラが創設される。
（ゴビ砂漠上空）

ハイアラキーを構成する
人々

1.地球人類で奉仕するため
に装備を整えた人々

2.別の惑星から地球に入っ
てきた存在者方

3.超人的な進化を遂げた大

勢のデーヴァ方

約1700万年前

ハイアラキーは濃密な
物質界に秘儀のための
組織と本部を置き、急
速に目覚めつつある人
類の必要を満たす決定
をする。
最初の居住地：南アメ
リカ中央にあるイベズ
の寺院（古代マヤの遺
跡、太陽崇拝）
２つ目の支部：アジア
に設立（ヒマラヤと南
インドの覚者方はこの
支部の代表者
cf.トランスヒマラヤ密教
学派

南インドロッジ
人間単位のエネルギー
センターを発達させ、
脳を刺激し、動物人間
を物質界において完全
に自我意識的にするこ
とがシャンバラの指導
のもとで働いていた初
期のこれらの覚者方の
仕事の一部であった。

明確に物質的な方法を
用いることが必要であ
り、肉体への刺激とい
う方法が用いられ、
様々なセンターを通し
て働くエネルギーの法
則が教えられる。

cf.堕落した男根崇拝の
教え、タントラ魔術や
ハタヨーガの実践
・・・初期の寺院で行
われた実践の残存物

～数百万年前

レムリア時代と初期のアトラン
ティス時代の幼稚な人類は自分が
何であるかを象徴とある方法を
使って教えられなければならな
かった。（現代からみれば粗野で
信じがたいもの）

数百万年前になって人間は十分に
自己中心的になり、個別化してい
ると感じられるようになった（こ
こまで来るのに長い年月を要し
た）ため、人間は個人であるがよ
り大きな全体の一部に過ぎず、個
人の利益はグループの利益に従属
させなければならないことを教え
る必要が生じ、次第に教えは再編
成され、カリキュラムは増えて
いった。
（→カルデア、エジプト、ギリシ
ア他の多くの驚嘆すべき神秘学校
が存在するに至った）

※つまり、初めは十分、自我意識
的に利己的にするために主に肉体
を刺激する技法を用いて自我を育
成したが、数百年前に人類が十分
自我意識的、利己的になった為、
教えの内容を変えた。

＜カリキュラムの再編成＞
神秘主義→科学的な秘教へ
自我意識、利己性の育成→グループ
意識の確立（自分の利益をグループ
の利益に従属させる）
cf. 前個的→個的→超個的
（トランスパーソナル心理学）
数百年前に上記のようなカリキュラ
ムの再編成を行った時に次のような
状況が起こった。
イベズの覚者方が（再びシャンバラ
の大師方の指導のもとに）寺院へと
撤退し、秘儀をより達成困難なもの
にし、誤用と曲解に対抗したとき、
かつて追随者であった大勢の人々、
大きな力と知識を持った多くの人々
が覚者方に戦いを挑んだ。これが黒
魔術と白魔術が現われた原因であ
る。この物質性の勢力（黒魔術）と
光の勢力（白魔術）の戦いが最高潮
に達したとき、ハイアラキーが介入
して文明を一度、終わらせることと
なる。（アトランティス文明の終わ
り）
cf.洪水という浄化の水
→聖書のノアの箱舟の物語
※洪水という概念は世界の様々な宗
教に存在する

当時、大勢の人々が比較的低い進化
段階にあり、必然的に肉体に偏極し
ていた。覚者方は当時の人類の霊性
（理想主義）を育成するために今日
の科学技術よりも発達した機械文明
を人類に贈り物として提供した。

1万年前～3000年前

時代を通じて、ハイアラキーはヘルメス、
シャンカラチャリア、ヘラクレス、仏陀、イ
エス、マホメットなどの幾多の教師を人類の
中に送り込み、人類の進化を舞台の背後から
導いて来た。現在、覚者方は人類の神聖なる
自由意志を尊重し、決して侵すことはなく、
人類自身にその未来を任せている。
覚者方は自分たちの進化の周期により、いつ
か人類の中に再び、ハイアラキーの覚者方が
戻っていかなければならないことを知ってい
た。人類が十分に進化発達を遂げたこともそ
のような覚者方の到来を可能にした。

第二次世界大戦で物質主義の勢力に光の勢力
が勝利した後、ハイアラキーの長である世界
教師と覚者方は、人類がこの戦争を教訓に平
和に生きることを選択し、世界の資源を分か
ち合う、新世界秩序に移行していくことが期
待された。そのために世界の善意の男女で構
成される世界奉仕者の新団体も結成された。
然し、アメリカは一国だけ戦勝国となり、
IMF、世界銀行体制により世界を経済的に支配
し、発展途上国を支配する体制が出来上が
る。またソ連との間に冷戦が生じ、また冷戦
後もアメリカはレーガン政権以来、新自由主
義経済を推進し、商業至上主義というかたち
で、発展途上国と先進国など支配層と被支配
層に分裂させ、世界を大きな格差社会に導い
ている。物質性の勢力は株式市場や商業至上
主義の中に形を変えて存続している。世界の
支配層の思想には戦争によって自分たちの経
済的利益を確保しようとするものがある。
cf.ブッシュ政権のネオコンとナチスの類似性

このような状況の中でハイアラキーの覚者方
の長である世界教師は世界に公に戻ることを
宣言し、ロンドンのアジア人地区に入り、ア
メリカ、日本のマスコミに登場することが待
たれている。物質主義の勢力もハイアラキー
の外的顕現を阻止しようと必死である。分か
ち合いの社会を築くために人類の中で、どち
らの陣営に就くかが試されている。

断絶長い年月


